
議 事 録

〈社会教育委員〉横山議長、向瀬冨1謙、粟原委員、柏陸 員、中井委員、美作委員

〈事務局〉勝二教育長、安達課長、宮本課J醐腔、角見主任

■欠席者

く社会教育委員〉北橋委員、山口委員

1 開会あいさつ

。横山議長あいさつ
j勝二教育長あいさつ

2 議題 (事務局説明 承認)

(1)宝達山クリーン登山について

事務局・・宝達山クリーン登山実施要項等について説明。

委員 。・・了承。

事務局・ 。無線機について、第 1回社会教育委員会でのご指摘のとおり、デジタル無線機を使

用するのではなくアナログ無線機を使用し、携帯電話との併用で対応したいと考えて

います。また、スズメバチ等については各コースの現地を確認した結果、見受けられ

なかつたが、再度、確認したいと考えている。

委 員 。・昨年参力日していないので隊列のイメージが分からない。長くなると目が行き届かな

いのでは。

委 員・ 。社会教育委員が主となリペースを調整している。現地では、隊列が長くなるようだ

と、先頭にペースを落とすよう指示をしている。また参天製薬 (株)のボランティアの

方々や学校の先生もいるので各班で打合せのうえ対応をお願いしたい。

委 員・・点呼を社会教育委員がしていたのでは。

委 員・・何年か前まではしていた。

委 員・・社会教育委員はこのクリーン登山の趣旨である小中高生のコミュニケーション能力

を図れるよう努めたい。

委 員・・休憩は、少し広くなつているところでとる。例年同じ場所で休憩している。

議 長・ 。このクリーン登山でお世話になつた方々 (社会教育委員、参天製薬 (株 )、 猟友会、

講師の先生方を山頂で名前の紹介及び披露をしたらどう力ち

事務局・・ご指摘のとおり、この事業にご協力していただいた方々を講演会終了後に、感謝の

意を表するということで小中高生の前で皆様をご紹介したい。

事務局・ 。今年度からAEDを各コースに教育委員会用の乗用車に1台ずつ配備する予定。また
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<場 所>生 涯学習センター「さくらドーム21」

2階 第2会議室

第 2 宝達志水町社会教育委員会議
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去年の反省も踏まえ、ハンドマイクによる講演会を実施するのではなく、フイヤレス

アンプで武ヽ したい。

(2)東海北陸社会教育研究大会について

全大会 (10月 22日 )

分科会 (10月 23日 )

出席者 横山議長、生涯学習課 角見の2名。

(3)その他

町立図書館の利用率についての説明。

グンドマナーキャンペーンの感想。

社会教育委員専用の上着を配布。

3 閉会

・向瀬副議長あいさつ

午後 9時 00分 終了



平成27年度

第 2 ロ

宝達志水町社会教育委員会議

<日 時> 平成27年 9月 25日 (金)午後7時から

<場 所> 生涯学習センター「さくらドーム21」
2階 第2会議窒

1 開会あいさつ

社会教育委員会議 議長

教育委員会    教育長

山

三

横

勝
尚

信隆

2 議題

(1)平成27年度社会教育関係事業について

①宝達山クリーン登山 ・ ・ ・周」詢氏1

②東海北陸社会教育研究大会 ・・・別紙2

(2)その他

3 閉 会



別紙 1

平成27年度「宝達山クリーン登山」実行委員会

日 時 平成27年 8月 5日 (水 )午後3時30分から
場 所 生涯学習センター2階 第1会議室

1開会挨拶

2議  題

(1)平成27年度「宝達山クリーン登山」実施要項 (案)について

(2)その他

3閉  会



「宝達山クリーン登山」実行委員会名簿

所  属 役 職 氏  名

宝達高校 総務課 吉 野  勉

宝達中学校 教 諭 金 山 寿 恵 養護教諭 木 谷 久 栄

押水第一小学校 教 諭 今 江 亮 子 養護教諭 沢 田 絢 歌

宝達小学校 教 諭 西 日 直 美 養護教諭 山 崎 瑞 恵

相見小学校 教 諭 岡 田 明 子 養護助教諭 堀 田 麻 衣

樋川小学校 教 諭 中 江  転 養護教諭 杉本 さゆみ

志雄小学校 教 諭 浅 野 実 幸 養護教諭 菅 佐 智 子

社会教育委員

議長 横  山   尚

副議長 向 瀬 泰 興

委員 粟 原   勝

委員 柏 崎 直 美

委員 北 橋 明 伸

委員 中 井 憲 一

委員 美 作 恭 子

委員 山 口 美 帆

参天製薬株式会社
セクション

リータ―゙ 池 田 義 隆

課  長 安 達 大 治

課長補佐 宮 本 孝 則

主  任 角 見 隆 広

生涯学習課

1



平成 27年度 「宝達山クリーン登山」実施要項

1趣 旨

<小学生 >
・町の象徴である宝達山の豊かな自然に触れ、その魅力を知る。

・ ゴミ拾いを通 して、宝達山の自然を大切にする気持ちを育む。

。中学生、高校生との活動を通 して、コミュニケーション能力等を養 う。

<中学生 >
。町の象徴である宝達山の豊かな自然に触れ、その魅力を知る。

・ 自然保護活動や環境保全活動を通 して、宝達山をはじめとしたふるさとに

対する愛情や誇 りを高める。

・小学生、高校生との活動を通 して、コミュニケーション能力等を養 う。

<高校生>
・町の象徴である宝達山の豊かな自然に触れ、その魅力を知る。

。自然保護活動や環境保全活動を通 して、宝達山をはじめとしたふるさとに

姑する愛情や誇 りを高める。

・小 。中学生 との活動を通 して、自主性や リーダーシップ等を養 う。

2 実施主体

宝達志水町教育委員会、社会教育委員、宝達高校、町内小 。中学校

3後  援

参天製薬(株)能登工場

4 協  力

羽咋警察署、石川県猟友会羽咋支部

5実 施 日

平成 27年 10月 9日 (金 ) (※ 9日 に事業ができない場合は中止)

6参 加 者

<小学校 5年生>     <中 学校 1年生 >

押水第一小学校  24人   宝達中学校  113人
宝達小学校   16人
相見小学校   27人
樋川小学校   27人
志雄小学校   31人

※服装は、長袖の体操服で統一する。

<宝達高校 >
1年生  75人
3年生 59人

2

計  372人



7 活動内容 (資料 1ページ、 2ページ)

(1)ゴ ミ拾い (東間、本関谷、上野コース)

…各小学校 5年生、宝達中学校 1年生、宝達高校 1、 3年生

(2)昼食準備 (山頂公園)…宝達高校 3年生

8 コース別日程等 (資料 3ページ)

(1)バス等運行予定について (資料 4・ 5ページ)

(2)無線機について (資料 6ページ)

。無線機を山頂、生涯学習課事務室、各コースの社会教育委員、救護車に

それぞれ 1機ずつ配置する。

(3)トイレについて (資料 1ページ)

(東間コース) …東間口

(本間谷コース)…宝達葛会館

(上野コース) …広域農道交差 (簡易 トイレ2)

(各 コース共通)…・山の龍宮城、山頂公園 (簡易 トイレ4)

(4)顔合わせ会について

各学校集合後に実施 (進行は社会教育委員)

ア グループ作り (各グループ宝達高生徒の旗を目印に整列)

イ 紹介 (社会教育委員、警察、猟友会、参天製薬)

ウ 学校紹介 (各学校代表の児童・生徒…学校名や人数等)

工 諸注意 (社会教育委員)

・高校生を中心にグループごとに歩く。 (ゴ ミ拾い)

・ゴミは可燃・不燃に分け、粗大ゴミ等は拾わない。 (ゴ ミ拾い)

。先導車の後ろを歩く。
・通行する車に十分注意する。
・気分が悪くなった場合は救護担当に連絡する。
・熊、イノシシ、スズメバチを見たら、大人に連絡する。

オ 登山開始を山頂公園責任者に無線連絡

(5)移動について

①隊列

最後尾

(猟友会)  (警 察) ll土会教育委員・擬鏃 ) (教育委員会・救護係)

②体憩
・適宜休憩する。
・休憩時に社会教育委員が無線機で、山頂公園責任者に現状及び山頂公園到

着予定時間を連絡する。
・休憩時に班の順番を入れ替えて、ごみを拾えない生徒が出ないようにする。

闊音勁鋼

3
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③責任者は生徒の監視監督をする。生徒に疲労が感じられる、または熊等が

出現するなどの異常事態が発生した時は、社会教育委員に携帯電話を使用、

もしくは徒歩の社会教育委員に連絡する。

社会教育委員は必要があれば山頂公園責任者に連絡する。

④記録係は学校出発時から学習会までの写真を撮影する。 (学校出発時に送

迎用バスの全景が入るように撮影する。)

⑤熱中症や負傷者がでたときは、救護係が山頂に連絡をして当面姑処をする。

必要があれば山頂から速やかに救急車を呼ぶ。当方が搬送するときは、搬送

車は本部で判断する。同乗は、基本は怪我をした生徒の学校の先生が行 う。

(6)ゴ ミ拾いについて
。ゴミ袋はグループごとに2枚 (可燃・不燃各 1枚)と し、後日宝達高校ヘ

配付する。
・ゴミは可燃と不燃に分け、山頂公園で集める。 (集積所の表示あり)

・持ち運びできないゴミ (粗大ゴミ等)は拾わない。

・通行する車に十分注意しながら、道路の右側と左側のゴミを拾う。

・基本的には右側通行とする。

・間隔が開きすぎないよう、前方及び後方のグループ共に注意しながら通行

する。
・体調が優れない生徒を見つけたら、すぐに先生等に連絡する。

(7)昼食について

山頂公園に到着後、学校ごとに食事する。

昼食は持参した弁当と宝達高校PTA提供の豚汁とする。

(8)学習会について

内容  「旅する蝶 アサギマグラ」 講師 相見小学校

ア あいさつ (教育長 )

イ 学習会 (全参力日者姑象 )

隊形は 「山頂公園配置図」参照 (資料 7ページ)

堀千恵子

(9)そ の他 (下山について)

。上野方面 (学校 ごとに歩 く)

宝達高 3→ 宝達高 1→ 宝達中 → 志雄小 → 樋川小 → 宝達小

の順に下山する

。東間方面 (学校 ごとに歩 く)

宝達高 3 → 宝達高 1

の順に下山する

宝達中 相見小 → 第一小→ →

・登り口到着後、バス等運行予定表に基づきバスに乗草する。 (宝達小学校、

押水第一小学校は徒歩)
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9 用意する物

10 事前指導

(1)高校生は リーダー性を高める学習・指導をする。

(2)学級や学年で宝達山について学習する。 (資料 8～ 11ページ)

(3)熊、イノシシ、スズメバチ等に関する学習をするとともに、生徒に鈴を

配布する。 (高校生を除く)

(4)高校及び小 。中学校の担当者 (コ ース責任者等)は、当日までにコース等の

下見を行 う。

11 事後指導

(1)生徒の感想文は、文章をッ点検の上、各学級 2名 分を生涯学習課へ提出する。

①感想文は400字詰め原稿用紙 1～ 2枚程度とする。

②題名 (例 :ク リーン登山を終えて)、 学校名、学年、氏名を記入する。

(2)各学校で撮影したデジタルカメラのデータを生涯学習課へ提出する。

(バスの写真 (バス全体の状況が分かるもの)を含む)

(3)各学校で活動の様子を写真や感想文で紹介するなど、児童 。生徒に宝達山の

自然や自然イ呆護活動の必要性をPRする。

(4)事業終了後、参加者にアンケー トの記入を依頼する。

12 その他

(1)不測の事態が生 じた場合は、事業を中止することがある。

(2)中止の場合は、前 日の正午までに各学校へ連絡する。また、当日に豪雨など

の異常事態が発生 したときの中止の判断は、朝に行い、中止の時は学校長の携帯

に連絡をする。         、

5

児童・生徒 ,ュックサック、弁当、箸、水筒、タオル、敷き物、軍手、常備薬等 (必要に応 じて)

小 。中学校
手ばさみ (必要に応 じて)、 救急用具、給食用お椀 (児童 。生徒に持たせても

良い)、 デジタルカメラ

宝達高校
テン ト2、 長机 7、 いす 20、 PTA鍋、玉杓子 10、 豚汁用お椀 (生徒 。関係

者)、 スポンジ、タオル、食器洗剤 (釜を洗 うため)、 軽 トラック 1(豚汁用)

生涯学習課

ゴミ袋、鈴、2tト ラック (テ ン ト・机・イス用)、 釜・寸月同各 2(炊き出し用)、

ハン ドマイク 4、 学校名掲示用紙 (8校 )、 ガムテープ、デジタルカメラ 4、 プ

ロパンガス 2、 チャッカマン、軽 トラック 1(釜・ガスコンロ等)、 殺虫剤、虫

さされ用薬、手洗い用水の予備 2、 畑 D3、 フイヤレスアンプ 1



13 各学校連絡先

14 事務担当

生涯学習課 角見

TEL 29-8320 FAX 29-2333
携 帯 090-2838-5557(ゾ フトバンク)

※この電話は登山当日のみ携帯します。

E一mail t― kakumi@towno hodatsushimizu。 lg,jp

6

学校名 校長名 電話番号 FAX番号

押水第一小学校 大橋 明美 28‐ 2129 28‐ 2144

宝達小学校 合田 洋子 28‐ 2101 28‐ 4313

相見小学校 池島 正芳 28‐2017 28‐ 2336

樋川小学校 高橋 淳子 29‐2044 29‐ 3990

志雄小学校 井上 利昭 29‐ 2052 29‐ 2069

宝達中学校 北橋 明伸 28‐ 3121 28‐ 3120

宝達高等学校 上野 尚子 28‐ 3145 28‐ 4056
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平成27年度宝達山クリーン登山グルiプー覧表
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3班

:3年  2人

宝 1

7

4

3

1年  3
4班

7

宝 31

中1年
5班

宝

1

II小 5年  7

6班
1

年

3

2

1 4

1 3

年

7班

′lヽ 1

27

宝達

宝達

1

1年

28

14

21

学
校
別

14人

( 1人

( 1人

1班 宝達高3年   7

相見小5年   27人
第一小5年   24人

__占雄小5年  ~む帝天
樋川小5年   27天

__宝達小5年   16人
宝達中1年 113人

宝達高1年   7j天
宝達高3年 52人

2



コース別日程等

ゴ ミ 拾 い 昼食準備
コー ス

(距的
東間 (5 5Km) 上野 (6 5Km) 本聞谷 (6 5Kln) 山頂公園

学校・学年 第‐小 5 相見小 5 宝達中 1 宝達高 l 宝達高 3 志雄小 5 宝達中 1 宝達高 1 宝達高 3 宝達小 5 樋)i小 5 宝達中 1 宝達高 1 宝達高 3 牌 貴シ
生徒等人数 24 人 27 ノ( 50人 30人 29人 31人 35人 24人 16人 16人 27人 28人 21人 14人

夕・トフ・数 4 6 10 10 10 8 8 8 8 3 4 7 7 7 1

猟友会 2人 【猟友会車】 2人 【猟友会車】 2人 【猟友会車】

警察 1人 【パトカー】 1人 Iパ トカー】 1人 Iパ トカー】

社会教育委員 3人 (社教車 I救護車11人、徒歩2人 ) 3人 (社教車 【救護車】1人、徒歩2人 ) 2人 (社教車 I救護車】1人、徒歩1人 )

参 天 2人 2人 2人

教育委員会 1人 (企画振興課エスティマ 【救護車】) 人 (企画振興課エルグランド【救護車】) 1人 (企画振興課エスティマ 【救護車】)

2人

(軽トラ1台 )

(ユ ニ ック1台 )

責任者 1人 1人 1人 責任者1人

記録係 1人

その他4人
【1台】

1人 1人 責任者1人

記録係1人

その他2人

1人 1人 1人 責任者 1人

記録係 1人

その他2人(記 録 ) 1人 1人 1人 1人 1人 1人 1人 と人 1人

救 護
相見小1人 (社会教育委員)

第一小 1人 (教育委員会)

宝達中1人

志雄小1人
(社会教育委員)

(教育委員会)

宝達小1人 (社会教育委員)

樋川小1人 (教育委員会)

宝達高1人

(宝達高校 【救護車】)

口

移動手段

)

徒歩

スクール
バス中型

①
(41)

スクールパス中型
②(41)

スクールバスマイ
クロ① (28)

民間大型
②
(53)

民間大型

③
(53)

民間マイクロバス①
(24)

徒歩

業者マイ
クロ(28)
エスティ
マ①
(8)

スクエァレ
バス中型
④ (41)

スクールバス中型
③
(41)

宝達高
マイクロ

(29)

①
(53)

8:20
8:Oo～  調理開始

8:30 学校碁 学校発、 学校発 学校発
8:4G ＼ ＼ 現地集合 学校発 役場 発
8:50 い  学校発

テ
本間谷日 (葛会館)

9:00 上野日(広域農道交差) 顔合わせ会 ユニック等、着
9■ 0 顔合わせ会 登山開始 鍋等洗浄
9:20 争校発 学校発 学校発 登山開始

9:30 束問日 (手速比H羊神社)

9:40 顔合わせ会 豚汁・荷物積み込み
9:50 基山開始

10:00
学校発

10:10

10:20

10:30
山頂公園

10:40

諸準備

10:50

1■ 00

11:10

11!20

11:30 山頂公園着

11:40

昼 食 昼食及び
後片付け

1● 50

12:00

12:10

12120

12:30

学習会

下山開始 山頂公園発

1214C

12:50

13:00

13:10

13:20

13:30
学校着

13:40

後片付け

13150

14,00

と4:10

14:20 東間口着

14:30 現地解靭 学校着 学校着 学校着 上野 口

14:40 学校着 現地解靭 学校着
14:50 学校着 学校着 学校着 学校着
15:00

15■ 0

15:20

15:30

3



バス等運行予定表

東 間 コー ス 相見小 30人、宝達中52人、宝達高 65人 (押水第一小は徒歩)

上 野 コー ス 志雄小 34人、宝達中38人、宝達高44人
本 間 谷 コース 樋ヴ|1小 30人、宝達中30人、宝達高 39人 (宝達/よ はヽ徒歩)《帰り上騨 ―ス》
宝達山頂コー女 宝達高 21人 (予定)

【行
主

き】 ※ 「発」の 10分前に、 目的地に到着す る予定です。

東間コース

上野コース

本間谷コース

1

【相見小学校(30人 )】9:20発 → 東間口(手速比畔神社)9:30着

スクールノミス中型① (4 1人乗り)

2

【宝達中学校(52人 )】9:20発 → 東間口(手速比畔神社)9:30着

業者バス①(53人乗り)

3

【宝達高校(65人 )】9:20発→東間日(

(28人乗り)
■スクールノミス・マイクロ①スクールノミス中型② (41人乗り)

手速比H羊ネ申社)9:30着

4

【志雄小学校(34人 )】8:30発→【宝達高校(44人) 9:00着】8:50発 → 上野口

業者バス②(53人乗り)

5

【窯達中学校(38人)】8:30発→【宝達高校(44人 ) 】8:50発 → 上野口(広域農道交差)9:00着

業者バス③ (53人乗り)

6

【宝達高校(44人 )】8:50発 → 上野口(広域農道交差)9:00着

ロ +り +

7

【樋川小学校(30人 )】8:20発 → 本間谷口(宝達葛会館)8:50着

【樋川小学校(2人)】 8:20発 → 本間谷口(宝達葛会館)8:50着

7人乗り)十エスティマ①

`

業者や り

》《ェス

イクロ② (27乗

アイマ① (7

8

【宝達中学校(30人 )】8:40発 → 本関谷口(宝達葛会館)8:50着

41人乗り)
スクールバス中型④ (

9

【宝達高校(39人 )】8:40発→本間谷日(宝達葛会館)8:50着

スクールノミス中型③ (4

4



10 室達高校マイクPバス(29人乗り)

【宝達高校(21人 )】 10100発 → 宝達山頂 10:30 着

宝達山頂コース

【帰 り】(※車に向かってフロントガラス右上部に、学校名が記載されています。)

東間コース

上野コース

宝達山頂コース

1 東間口(手速比畔神社)14:20発 → 【相見小学校】14:30着

人乗り)スクールノミス中型①  (4

2

東間口(手速比畔神社)14:20発 → 【宝達中学校】14:30着

業者バス①(53人乗り)

3

東間口(手速比畔神社)14:20発 → 【宝達高校】14:30着

(28人乗り)スクールバス・マイクロ①スクールバス中型② (41人乗り)十

4

上野口(広域農道交差)14:30発→【志雄小学校】14:50着

人乗り)スクールバス中型復X4

7

上野口(広域農道交差)14:30発→【樋川小学校】14:50着

+エステ7 7

5

8

業者バス②(53人乗り)

上野口(広域農道交差)14:30発→【宝達中学校】14:50着

業者マイクロバス①(24人乗り)

上野口(広域農道交差)14:30発→【宝達中学校】14:50着
6

9

業者バス③(53人乗り)

上野口(広域農道交差)14:30発→【宝達高校】14:40着

(41人乗り)スク~ノレベス

上野口(広域農道交差)14:30発→【宝達高校】14:40着

9 宝達高校マイクロバス(29人乗り)

宝達山頂 13:00発 → 【宝達高校】13:30着

5



0ヽ

山頂公園 学習会配置図

全体体形 (学習会)

※学校ごとに整列してください6

至 山頂

レ

テント
テント

宝

達

中

宝

達

高

１

宝

達

高

３

志 樋 宝 相 第

雄 川 達 見 ―

′lヽ  ′lヽ  ′lヽ  ′lヽ  ′lヽ

至

至 東間日



宝達山クリーン登山隊列等二覧表

東間コース 上野コース 本間谷コース

猟友会
【乗用車】

奥村増夫・前田隆義
【乗用車】

上本武夫口平本嘉
【乗用車】

古永義二郎・高山喜二郎

警察
【パトカー】

千鳥和彦
【パトカー】

堺 稔
【バトカー】

近藤 誡

救護車

【乗用軍】
社会教育委員
中井憲―

救護係
沢田絢歌 (押水第一小)

【乗用車】
社会教育委員
美作恭子

救護係
新屋英恵 (宝達中)

木谷久栄 (宝達中)

【乗用軍】
社会教育委員
柏崎直美

救護係
杉本さゆみ (樋 ,l11ヽ )

徒歩

中井憲―
粟原 勝
北橋明伸

責任者
青木由紀子 (宝達高校)

山原栄子 (宝達中)

今江亮子 (第一小)

中村 勤 (相見4ヽ )

記録係
大原―毅 (宝達高校)

金山寿恵 (宝達中)

今江亮子 (第一小)

岡田明子 (相見小)

杉本和矢 (相見小)

その他
田中 克― (宝達高校)

参天製薬
竹谷浩―

森谷淳史

生徒
宝達高校 59人
宝達中学校 50人

相見小学校 27人

押水第一小学校 24人

1雪篇葦誓尋薯
員

美作恭子
山口美帆

責任者
江上きく(宝達高校)

守田敬三(志雄中)

浅野実幸 (志雄小)

記録係
諸井孝吏 (宝達高校)

中西千絵 (宝達中)

口ヶ谷澄江 (志雄Jヽ )

その他
山辺栄子 (宝達高校)

参天製薬
楠 不日也
石井 誠

生徒
宝達高校 40人
宝達中学校 35人

志雄小学校 31人

社会教育委員
横山 尚
柏崎直美

責任者
至極英代 (宝達高校)

杉谷靖史 (宝達中)

西田直美 (宝連小)

中江 転 (樋 ,lI小 )

記録係
阿部直人(宝達高校)

駒井―博 (宝達中)

西田直美(宝達小)

中江 転 (樋 ,II小 )

参天製薬
武田 賢―
山田 映日

生徒
宝達高校 35人
宝達中学校 28人
宝達小学校 16人

樋川小学校 27人

救護車

【エスティマ(白・企画振興
課)】

教育委員会
東間健吾

救護係
堀田麻衣 14日見Jヽ )

【エルグランド(企画振
興課)】

教育委員会
山田松夫

救護係
菅 佐智子 (志雄4ヽ )

【エスティマ(灰・企画振興
課)】

教育委員会
宮本孝則

救護係
山崎瑞恵(宝達1ヽ )

宝達山頂

貢任者
吉野 勉 (宝達高校)

記録係
高田三千代(宝達高校)

救護係
池原 栄 (宝達高校)

教育委員会
勝二信隆
安達大治
村井伸行
角見隆広

マイクロバス(宝達高校 )

北野徳―

地域整備課ユニック
濱谷敏光

宝達高校PTA 14人

生徒
宝達高校 7人

車
カローラフィルダー(生涯学習

課)

カローラフィルダー(企画振興
課)

乗用車 (宝達高校)

ユニック(地域整備課)

軽トラック(住民課)

軽トラック(宝達高校)

マイクロバス(宝達高校)

※本間谷コースは、下山は上野コースに統合。
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平成 27年度 「第46回東海北陸社会教育研究大会愛知大会」

大会主題

1趣 旨

釈統 乙

開 催 要 項

知を愛し 地域をつなぎ 未来へつなぐ 社会教育の推進

社会情勢の変化が激しい中、東海北陸 6県 1市の社会教育委員や社会教

育関係者が一堂に会し、各地域の社会教育活動の成果や今日的課題につ

いての情報交換を行 う。そして、住民一人一人が、進んで自らを生かし

地域のつながりや絆を再構築し、地域の様々な課題に主体的に取り組め

るようにする社会教育の方策についての研究協議を行う。

2 開催期日  平成 27年 10月 22日 (木)～ 23日 (金 )

3会 場

22日 (本)全体会 刈谷市総合文化センタエ 大ホール

〒448-0858メ U谷市若松町 2の 104
【目重言語】 0566-21-7480

刈谷市総合文化センター

〒448-0858刈 谷市若松町 2の 104
【冨藍言舌】 0566-21-7430

刈谷市産業振興センター

〒448-0027刈 谷市相生町 1丁 目1番地6

【目霊言舌】0566-28-0555

23日 (金)分科会

分科会会場等

参加者

※分科会会場は、希望者数により変更します。

東海北陸各県市町村の社会教育委員及び社会教育関係者

主 催 一般社団法人全国社会教育委員連合

東海北陸社会教育委員協議会連合会

愛知県社会教育委員連絡協議会

愛矢日県教育委員会

東海北陸六県市町村教育委員会連合会

４

　

　

５

分科会 助言者 場
△
玄 定員

① 家庭教育支援
名古屋経済大学

名誉教授 伊藤 健次 氏

刈谷市総合文化センター

小ホール
282

② 青少年健全育成
愛知教育大学

教 授  大村  恵  氏

刈谷市総合文化センター

401・ 402研修室
135

③ 地域文化の振興
愛知教育大学

准教授  中山 弘之 氏

刈谷市産業振興センター

401会議室
176

④ 地域の活性化
全国公民館連合会

理 事  河村 共久 氏

刈谷市産業振興センター

604会議室
156

⑤ 社会教育委員の

役割と課題

岐阜大学

教 授 益川 浩一 氏

刈谷市産業振興セ ンター

小ホール
300

6後 援




